
 

 

令
和
四
年
六
月
二
十
四
日
受
領 

答

弁

第

一

四

八

号 
   
 

内
閣
衆
質
二
〇
八
第
一
四
八
号 

 
 
 
 

令
和
四
年
六
月
二
十
四
日 

内
閣
総
理
大
臣 

岸

田

文

雄 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 

衆

議

院

議

長 
細

田

博

之 

殿 

  

衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
新
自
由
主
義
的
政
策
を
転
換
し
た
具
体
的
政
策
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付

す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
新
自
由
主
義
的
政
策
を
転
換
し
た
具
体
的
政
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

 

御
指
摘
の
「
小
泉
改
革
以
降
の
新
自
由
主
義
的
な
政
策
を
転
換
す
る
」
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
令
和
四
年
五
月
二
十
五
日
の

衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て
、
岸
田
内
閣
総
理
大
臣
が
「
新
自
由
主
義
は
世
界
経
済
の
成
長
の
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、

市
場
に
依
存
し
過
ぎ
た
こ
と
で
格
差
や
貧
困
が
拡
大
す
る
な
ど
の
弊
害
も
生
ん
だ
と
承
知
を
し
て
い
ま
す
。
岸
田
政
権
で
は
、

新
し
い
資
本
主
義
の
下
、
市
場
や
競
争
任
せ
に
せ
ず
、
官
と
民
が
協
働
し
て
、
社
会
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
、
成
長
と
分
配
の

好
循
環
を
生
み
出
し
、
持
続
可
能
な
経
済
社
会
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。
」
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

新
し
い
資
本
主
義
の
実
現
に
向
け
て
こ
れ
ま
で
に
実
行
し
た
政
策
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
賃
上
げ
税
制
の
拡
充
、
介
護
職

員
、
障
害
福
祉
職
員
、
保
育
士
、
看
護
師
等
の
処
遇
改
善
の
た
め
の
公
的
価
格
の
引
上
げ
、
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
価

値
創
造
の
た
め
の
転
嫁
円
滑
化
施
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
（
令
和
三
年
十
二
月
二
十
七
日
内
閣
官
房
・
消
費
者
庁
・
厚
生
労
働
省
・

経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
・
公
正
取
引
委
員
会
策
定
）
に
基
づ
く
取
組
等
、
賃
金
引
上
げ
を
支
援
す
る
た
め
の
環
境
整
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
人
へ
の
投
資
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
た
め
、
三
年
間
で
四
千
億
円
規
模
の
施
策
パ
ッ
ケ

ー
ジ
を
創
設
し
、
成
長
分
野
へ
の
労
働
移
動
の
円
滑
化
や
人
材
育
成
を
推
進
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
政
策
に
加
え
て
、
「
新
し

い
資
本
主
義
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
及
び
実
行
計
画
」
（
令
和
四
年
六
月
七
日
閣
議
決
定
）
に
基
づ
き
、
「
人
へ
の
投
資
、
科



 

２ 

 

学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
投
資
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
へ
の
投
資
、
Ｇ
Ｘ
及
び
Ｄ
Ｘ
へ
の
投
資
の
四
本
柱
に
、
投
資
を
重

点
化
す
る
」
等
の
政
策
を
実
行
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 


